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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
方形波信号（ＥＳ）の形をし、回転速度センサによって供給されるデータと、追加データ
とを、共通の１本の伝送ラインを経て伝送するための方法において、所定の幅の期間のパ
ルス（Ｐ）の列が、方形波信号（ＥＳ）から得られ、これらのパルス間の間隔つまりパル
スセパレーションが回転速度情報を含み、パルスセパレーションで追加データ（ＺＤ）が
伝送され、個々のパルス（Ｐ）によって追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）の伝
送が開始されるか又は同期化されること、及び
通電電流の形で回転速度情報を発生するアクティブセンサ（１）が回転速度センサとして
使用され、追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）が同様に、設定された振幅の電流
によって伝送され、アクティブセンサを運転するために充分である電流基本値（ＩL）と
、追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）を伝送するための中間の電流値（ＩH1）と
、センサパルス（Ｐ）を示すための上側の電流値（ＩH2）が伝送ライン（３）で設定され
ていることを特徴とする方法。
【請求項２】
方形波信号（ＥＳ）の形をし、回転速度センサによって供給されるデータと、追加データ
とを、共通の１本の伝送ラインを経て伝送するための方法において、所定の幅の期間のパ
ルス（Ｐ）の列が、方形波信号（ＥＳ）から得られ、これらのパルス間の間隔つまりパル
スセパレーションが回転速度情報を含み、パルスセパレーションで追加データ（ＺＤ）が
伝送され、個々のパルス（Ｐ）によって追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）の伝
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送が開始されるか又は同期化されること、
追加データ（ＺＤ）がビットの列（Bt0～Bt7；０・・・５）に含まれ、この列が各々の回
転速度センサパルス（Ｐ）に続いて伝送されること、及び
通電電流の形で回転速度情報を発生するアクティブセンサ（１）が回転速度センサとして
使用され、追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）が同様に、設定された振幅の電流
によって伝送され、アクティブセンサを運転するために充分である電流基本値（ＩL）と
、追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）を伝送するための中間の電流値（ＩH1）と
、センサパルス（Ｐ）を示すための上側の電流値（ＩH2）が伝送ライン（３）で設定され
ていることを特徴とする方法。
【請求項３】
方形波信号（ＥＳ）の形をし、回転速度センサによって供給されるデータと、追加データ
とを、共通の１本の伝送ラインを経て伝送するための方法において、所定の幅の期間のパ
ルス（Ｐ）の列が、方形波信号（ＥＳ）から得られ、これらのパルス間の間隔つまりパル
スセパレーションが回転速度情報を含み、パルスセパレーションで追加データ（ＺＤ）が
伝送され、個々のパルス（Ｐ）によって追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）の伝
送が開始されるか又は同期化されること、
追加データ（ＺＤ）がビットの列（Bt0～Bt7；０・・・５）に含まれ、この列が各々の回
転速度センサパルス（Ｐ）に続いて伝送されること、
追加データ（ＺＤ）がビットの列（Bt0～Bt7；０・・・５）に含まれ、この列の全体時間
が、最高回転速度のときに発生する、連続する回転速度センサパルス（Ｐ）の間のパルス
セパレーションよりも短いこと、及び
通電電流の形で回転速度情報を発生するアクティブセンサ（１）が回転速度センサとして
使用され、追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）が同様に、設定された振幅の電流
によって伝送され、アクティブセンサを運転するために充分である電流基本値（ＩL）と
、追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）を伝送するための中間の電流値（ＩH1）と
、センサパルス（Ｐ）を示すための上側の電流値（ＩH2）が伝送ライン（３）で設定され
ていることを特徴とする方法。
【請求項４】
センサパルス（Ｐ）のための時間軸と、追加データ（ＺＤ）を含む２進信号（Bt0～Bt7；
０・・・５）のための時間軸が、共通のオシレータ回路又はクロックパルス発生器回路（
９）によって得られることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
伝送ラインの設定された電流最小値（Ｉmin）を下回ることと、設定された電流最大値（
Ｉmax）を上回ることが、エラー認識のために評価されることを特徴とする請求項１～４
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
電流基本値（ＩL）と中間の電流値（ＩH1）と上側の電流値（ＩH2）のためにそれぞれ誤
差範囲が設定されることを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
車輪の回転状態を検出する回転速度センサから回転速度パルス（Ｐ）が発生されない、車
輪停止認識時、設定された時間（Ｔ）を超えて回転速度パルス（Ｐ）が存在しない時に、
補助同期パルス（Sy2）が発生させられ、この補助同期パルスが追加データ（ＺＤ；Bt0～
Bt7；０・・・５）の伝送を開始することを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項８】
補助同期パルス（Sy2）の振幅が中間の電流値（ＩH1）の許容誤差範囲内にあることを特
徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）の伝送中に回転速度センサパルス（Ｐ）が発
生するときに、データの流れが中断され、センサパルス（Ｐ）によって同期化されて新た
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に開始されることを特徴とする請求項７又は８に記載の方法。
【請求項１０】
車輪の回転状態を検出する回転速度センサからの回転速度パルス（Ｐ）に、追加データ（
ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）の伝送を開始させるとともに、追加データが、ブレーキラ
イニング摩耗に関する情報，エンコーダとトランスデューサとの間の空隙に関する情報，
振動減衰装置の圧縮ストロークに関する情報，タイヤ圧力に関する情報，走行方向に関す
る情報（前進／後退走行認識）のうちの少なくとも１つの情報を含んでいることを特徴と
する請求項１～６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
請求項１～１０のいずれか１項に記載の方法を実施するための回路装置において、この回
路装置は、アクティブ速度センサ（１）が供給し、かつ通電電流の形で存在する回転数情
報と追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）の形で存在する情報とを共通の伝送ライ
ン（３）を介して伝送するように設計され、センサデータ（ＥＳ）から一連のパルス（Ｐ
）が得られ、そのパルス間隔が回転数情報を含み、設定された振幅の電流値によって示さ
れる２進データの形をした追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）がセンサパルス（
Ｐ）の間のセパレーション内で伝送され、追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）の
伝送がセンサパルス（Ｐ）によって同期化されていること、及びアクティブセンサの機能
を維持するための電流基本値（ＩL）と、追加データ（ＺＤ；Bt0～Bt7；０・・・５）を
示しかつ伝送するための中間の電流値（ＩH1）と、センサパルス（Ｐ）を示しかつ伝送す
るための上側の電流値（ＩH2）とが伝送ライン（３）で設定されていることを特徴とする
回路装置。
【請求項１２】
設定された時間（Ｔ）を超えて回転速度センサパルス（Ｐ）が存在しないときに、補助同
期パルス（Sy2）が発生し、この補助同期パルスの振幅が中間の電流値（ＩH1）の範囲に
あることを特徴とする請求項１１に記載の回路装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【技術分野】
本発明は、切換え信号の形をし、回転速度センサによって供給されるデータと、追加デー
タとを、共通の１本の信号ラインを経て伝送するための方法に関する。この方法を実施す
るための回路装置も同様に本発明に属する。
【０００２】
【背景技術】
回転数センサは特に自動車技術において、多数の車両コントロールシステムの重要な入力
量を得るために必要である。例えば公知のアンチロックコントロールシステム（ＡＢＳ）
、トラクションスリップコントロールシステム（ＴＣＳ）及び走行安定性コントロールシ
ステム（ＤＳＣ，ＡＳＭＳ）は、個々の車輪の回転状態を絶えず測定及び評価することに
基づいている。各々の車輪の回転速度データが検出され、ケーブルを経て電子評価装置に
伝送される。
【０００３】
きわめて異なる種類及び出力の回転速度センサが設けられている。自動車で使用されるセ
ンサは基本的には、車輪と共に回転する、歯付きディスク、穴あきディスク等の形をした
エンコーダと、定置された測定値トランスデューサとからなっている。技術的及び価格的
な理由から、従来は誘導式センサ又は測定値トランスデューサが多く使用された。この場
合、エンコーダは車輪の回転運動に一致する切換え信号を生じる。切換え信号の周波数は
回転速度情報を得るためにいろいろな方法で評価される。
【０００４】
アクティブ回転速度センサが重要になってきている。このようなアクティブセンサはＷＯ
９５／１７６８０（Ｐ７８０５）に既に記載されている。このようなアクティブセンサの
場合には、センサの定置された部分は、バイアス磁石としての働きをする永久磁石を備え
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た磁気抵抗性センサ要素と、電子回路を備えている。或るアクティブセンサは電源を必要
とする。アクティブセンサの出力信号は２進信号であり、この２進信号は異なる振幅の供
給電流からなっている。回転速度情報は周波数内にあるいは両電流レバルの間の変化に含
まれる。この種の公知のセンサは、周波数が測定された回転数を示す方形波信号を生じる
。
【０００５】
個々で説明する種類の自動車コントロールシステムの場合には、製作コストが市販にとっ
てきわめて重要である。すべての車輪の回転状態の検出、情報の伝送及び情報の評価のた
めのコストは比較的に高くつく。更に、例えばブレーキライニング摩耗、エンコーダとセ
ンサの間の空隙、ブレーキ温度又はブレーキ液体温度、ブレーキ液状態等のような、各々
の車輪で発生する、異なる種類の他の情報を検出し、評価回路に伝送しなければならない
。
【０００６】
【発明の開示】
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の根底をなす課題は、車輪で感知された情報を測定及び評価するための全体コスト
と、車輪から評価回路への測定データの伝送のためのコスト（ケーブルコスト）を低減す
るかあるいは、別の見方では、個々の（アクティブ）センサと中央の評価回路の間の敷設
ケーブルの利用を改善することである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
この課題は請求項１記載の方法によって解決される。この方法の特徴は、設定された時間
のパルスの列が、切換え信号から得られ、このパルスの間隔又はパルスセパレーションが
回転速度情報を含み、パルスセパレーションで追加データが伝送され、個々のパルスによ
って追加データの伝送が開始されるか又は同期化されることにある。
【０００９】
すなわち、本発明は、ケーブル（単線ケーブル又は２線ケーブル）が個々の車輪センサと
中央の電子評価装置の間で、他の車輪データを伝送するためにも使用可能であり、本発明
による方法が適用されるときにこの使用がいかなる追加コストも必要とせずに可能である
という認識に基づいている。この他の車輪データは例えば、ブレーキライニング摩耗、エ
ンコーダと回転速度センサ要素（トランスデューサ）の間の空隙、車輪の温度、振動減衰
装置の圧縮ストロークに関する車輪データ、タイヤ圧力、走行方向及び又は他の多くのデ
ータである。
【００１０】
本発明による方法の他の実施形では、追加データが２進信号の列又はビットの列に含まれ
、この列が各々のセンサパルス又は同期パルスに続いて伝送される。その際、信号列又は
ビットの列の全体時間は好ましくは、最高回転速度のときに発生する、連続する回転速度
センサパルスの間のパルスセパレーションよりも短い。
【００１１】
更に、センサパルスのための時間軸と、追加データを含む２進信号のための時間軸が、共
通のオシレータ回路又はクロックパルス発生器回路によって得られると有利であることが
判った。その際、このようなオシレータの周波数精度を満足するにはわずかな要求で済む
。
【００１２】
更に、異なる振幅の供給された電流の形で回転速度情報を発生するアクティブセンサが回
転速度測定のために使用され、追加データが、設定された振幅の電流によって伝送される
と有利である。この場合、アクティブセンサを運転するために充分である電流基本値と、
追加データを伝送するための中間の電流値と、センサパルスを示すための上側の電流値が
伝送ラインで設定される。その際更に、伝送ラインの所定の電流最小値を下回ることと、
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電流最大値を上回ることが、エラー（ライン中断、アース又はバッテリ等に対する短絡等
）の認識のために評価される。
【００１３】
本発明による方法の一層に改善は、車輪停止認識時又は設定された時間を超えて回転速度
パルスが存在しない時に、二次同期パルス又は補助同期パルスが発生させられ、この二次
同期パルス又は補助同期パルスが追加データの伝送を開始する。すなわち、車両の停止時
にも伝送及び評価される、ブレーキライニング磨耗表示や他の沢山のデータのような車輪
データが生じる。
【００１４】
しかし、車輪センサデータの伝送がプライオリティを有する。従って、本発明では、追加
データの伝送中に、二次同期パルスによって開始されて、回転速度センサパルスが発生す
るときに、データの流れが中断され、センサパルスによって同期化されて新たに開始され
る。
【００１５】
添付の従属請求項には、本発明の他の有利な実施形と、方法を実施するための回路装置が
記載されている。
【００１６】
本発明の他の詳細、特徴及び用途は、添付の図に基づく実施の形態の次の説明から明らか
になる。
【００１７】
【発明を実施するための最良の形態】
図面は簡略的及び象徴的な図である。
【００１８】
図１は本発明による方法の原理的な作動及び経過を説明するために役立つ。車輪と中央電
子評価装置とを接続する伝送ラインにおける電流ｉの時間的な変化が示してある。勿論、
このケーブルを介して、回転速度（回転数）情報だけでなく、ブレーキパッド摩耗表示装
置及び又は特殊なセンサによって得られる付加的な情報が伝送される。
【００１９】
図１のエンコーダ信号の変化は、定置された測定値トランスデューサ又は回転速度センサ
（回転数センサ）と相対的なエンコーダの運動を、理想的な形で示している。値０と１の
間で切り換えられ、その周波数又は周期Ｔが回転運動を示すこのような切換え信号（交番
信号）は、回転速度センサの出力部に供される。アクティブセンサの場合には、０と１は
供給された（負荷と無関係の）所定の電流信号又は電流レベルを示す。この電流信号又は
電流レベルの振幅又は高さは公知のごとく、誘導性センサの出力電圧と異なり、回転速度
とは無関係である。
【００２０】
電流レベル０はアクティブセンサの機能又は運転のためにのみ充分である比較的に小さな
電流値を示し、１は比較的に高い信号電流を示す。
【００２１】
本発明では、信号の切換え０／１又は１／０の度に（信号発生器ホイール又はエンコーダ
のエッジ切換えの度に）回転速度センサパルスＰが発生させられ、信号ラインに伝送され
る。これは、方形波信号（切換え信号）ＥＳによる回転速度センサ情報の伝送と比較して
、出力損失を大幅に低減することになる。
【００２２】
連続する２つのセンサパルスＰの間の小休止（セパレーション）において、本発明に従い
、２進信号又はビット列Bt0～Bt7からなる列の形をした追加データが伝送される。その際
、各々のセンサパルスＰは同時に、追加信号Bt0～Bt7の伝送を開始する同期信号としての
働きをする。センサパルスＰと追加データBt0～Bt7（ＺＤ）を伝送するための異なる信号
レベル又は電流振幅によって、回転速度センサデータ（ＥＳ）と追加データＺＤ（Bt0～B
t7）とが簡単に分離される。
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【００２３】
データ伝送ラインにおける瞬時の電流レベルは、伝送された回転速度データと追加データ
を識別するため、これらのデータを分離するため及びエラーを検出するために評価される
。次に、これを図２に基づいて説明する。
【００２４】
最小値Ｉminよりも低い小さすぎる電流又は最大値Ｉmaxよりも高い大きすぎる電流が、エ
ラー検出のために評価される。この最小値よりも大きくて許容誤差範囲ＩL内にある“電
流基本値”はアクティブセンサの機能にとって充分である。すなわち、公知のごとく、ア
クティブセンサには絶えず電気エネルギーを供給しなければならない。許容誤差範囲ＩHI

内にある“中間電流値”は追加データＺＤ（Bt0～Bt7）を伝送するために使用可能である
。この上側には、図２に示すように、“上側の電流値”のための他の許容誤差範囲ＩH2が
接続する。この上側の電流値はエッジ切換えの度に発生するセンサパルスのために空けて
ある。
【００２５】
図１と関連して図２に示すように、本発明によって、センサデータと追加データを伝送す
るための簡単で、故障がなく、損失が少ない方法を実現することができる。
【００２６】
本発明の他の特徴は、車両の停止時にも、非常に低い回転速度の時にも、追加データの伝
送が達成されることにある。そのために、予め定めた時間Ｔを超えて回転速度センサパル
スＰが発生しないときには、補助同期信号が発生させられる。この補助同期信号はセンサ
パルスＰと同様に、追加データＺＤの伝送を開始する。これは、ここで追加データと呼ぶ
情報に属する情報があるからである。この情報は、車両の停止時にも伝送及び評価される
べきである。
【００２７】
図３は車輪回転時（図３ａ）、車両停止時（車輪停止確認時）（図３ｂ）及び非常に低い
回転速度時（図３ｃ）のときのデータ伝送を図示するために役立つ。追加データＺＤは０
，１，２，３，４，５によって示してある。
【００２８】
図３ｃの例では、回転速度センサパルスが長い時間発生せず、かつ補助同期パルスSy2に
よる追加データ伝送が開始された後で、新たにセンサパルスＰが発生する。センサパルス
Ｐによる同期はプライオリティを有し、図３ｃの状況で起こる追加データの伝送は中断さ
れ、かつセンサパルスＰによって同期化されて新たに開始される。
【００２９】
図３ｂと３ｃから判るように、補助同期パルスSy2の振幅は追加データ伝送のための許容
誤差範囲ＩHI内にある。それによって、回転速度センサパルスＰを補助同期パルスSy2か
ら簡単に分離することができる。
【００３０】
センサ電流信号ＥＳ（図１参照）の代わりに“狭い”、すなわち短いセンサ電流パルスＰ
を使用することにより、アクティブセンサ及び電子評価回路内で、従来必要であった出力
損失のほんの一部だけしか発生しない。それによって、全体寸法（チップスペース）ひい
ては製作コストが低下する。エンコーダの形状に従う元の信号（図１の方形波信号ＥＳ）
は周波数を簡単に半分にすることにより、公知のごとく、評価回路内でエッジトリガフリ
ップフロップによって再生可能である。センサ内での回転速度センサパルスＰの発生は実
際には問題なく可能である。というのは、このようなセンサはデータ処理及びデータ伝送
のためにどっちみちオシレータを必要とするからである。
【００３１】
回転速度センサパルスＰの間の小休止の間、既に述べたように、追加データＺＤの伝送が
行われる。この追加データ（例えば８ビット）は電流パルス（ビットパルス“０，１，２
，３，４，５”）の形で伝送される。ビットのために論理状態１が伝送されると、このビ
ットのために空けてあった時間の間、第３の電流レベルの電流パルスが発生させられる。
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そのために、好ましくは、基本レベルとセンサパルスの電流レベルの間にある電流範囲が
、図２に基づいて説明したように決定される。
【００３２】
図４は本発明による方法を実施するための回路装置の実施の形態を示している。
【００３３】
アクティブセンサに属する要素はブロック１内にまとめられ、伝送されたデータの評価の
ために必要な要素は他のブロック２にまとめられている。伝送ライン３はセンサブロック
１と評価回路２を接続する。
【００３４】
アクティブセンサ（１）の運転とデータ伝送のために必要な電流信号は、図に従って、象
徴的に示した３個の電源４，５，６によって発生する。電源４は、センサの運転のために
必要な例えば５ｍＡの電流の基本値を発生する。追加データ（ＺＤ）の伝送のために、例
えば５ｍＡの供給電流のための電源５が接続されている。本実施の形態では１０ｍＡの供
給電流のために設計された第３の電源６は、ＯＲゲート１５によって電源５に加えて作用
する。それによって、センサパルスＰの持続時間のために、全体で２０ｍＡの供給電流が
供される。
【００３５】
回転速度検出のために、アクティブセンサ（１）の内部にはセンサ要素７が設けられてい
る。このセンサ要素の出力信号はパルス発生回路と信号処理ユニット８によって、電源５
だけあるいは電源５と６を作用させる。データパルスが予め定めた持続時間を有するので
、センサブロック１内に、時間軸をなすオシレータ９が設けられている。製作コストを低
減すべきときには、このようなオシレータは、供給電圧の大きな変動幅と大きな温度変化
に基づいて、比較的に大きな周波数誤差を伴う。従って同様に、データパルスの持続時間
は大きな誤差を伴う。それにもかかわらず、伝送されるセンサデータや追加データの確実
な評価を可能にするために、前述のように、同期パルスが使用される。
【００３６】
図１に基づいて既に説明した伝送プロトコルは特に有利である。回転速度センサパルスＰ
は同時に、追加データＺＤの伝送のための同期パルスとして使用される。パルスＰの立上
りエッジには、上側の電流レベルＩH2における滞在時間がが接続する。この滞在時間はセ
ンサ１内の論理回路によって決まる予め設定された数のオシレータ周期の持続時間に一致
する。センサパルス及び同期パルスＰと追加データ伝送の間で、予め設定された短い時間
Δｔ（図１参照）が保たれる。回転速度センサパルス及び同期パルスＰのパルス幅と、デ
ータパルスBt0～Bt7のパルス幅は、連続するパルスＰの間の小休止が最も短い最高車輪回
転数の場合にも、追加データBt0～Bt7（ＺＤ）の完全な伝送が可能であるように定められ
る。
【００３７】
信号評価回路８は時間測定装置を備えている。この時間測定装置によって、同期パルスの
幅が測定される。この時間測定に基づいて、伝送されたデータを回収するために、センサ
電流信号が走査される。この場合、オシレータ９の周波数変動が、センサパルス及び同期
パルスＰと伝送されたデータBt0～Bt7との間の時間的な間隔Δｔと比較して遅いことが利
用される。
【００３８】
伝送された電流レベルの認識は評価回路２の回路ブロック１０で行われる。電流が最小値
Ｉminよりも低い場合あるいは最大値Ｉmaxよりも高い場合、エラー（短絡、分路、ライン
中断）の存在がＯＲゲート１１を介して信号化される。同期パルスＰ，Sy2の走査、すな
わちこのパルスの認識とパルス時間の測定は、走査回路１２によって行われる。追加デー
タを検出するために、メモリ１３が設けられている。回路１２，１３のための作動クロッ
クは、オシレータ１４によって発生する。メモリ１３では伝送された追加データが検出さ
れ、出力部“データ”を経て他の処理のために供される。更に、伝送されたセンサ情報を
更に案内するために出力部“回転数信号”が設けられている。伝送された電流振幅ｉが許
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【図面の簡単な説明】
【図１】伝送ラインでの伝送信号の時間的な変化、すなわちいわゆる伝送プロトコルを示
す。
【図２】予め定められた電流限界値と電流レベルを示すグラフである。
【図３ａ】データ伝送に依存して伝送ラインにおける電流変化を示すための他のグラフで
ある。
【図３ｂ】データ伝送に依存して伝送ラインにおける電流変化を示すための他のグラフで
ある。
【図３ｃ】データ伝送に依存して伝送ラインにおける電流変化を示すための他のグラフで
ある。
【図４】本発明による回路装置のブロック図である。
【符号の説明】
１　　アクティヴセンサ
２　　評価回路
３　　伝送ライン
４　　電源
５　　電源
６　　電源
７　　センサ要素
８　　信号評価回路
９　　オシレータ
１０　回路ブロック
１１　ＯＲゲート
１２　走査回路
１３　メモリ
１４　オシレータ
１５　ＯＲゲート
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【図２】

【図３】
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